
04. 疎と密による居場所のコントロール

線の密度や交差の度合いを変化させることで、空間に強弱を生み出した。密な場所は滞留
空間、疎な場所は動線となる。建築が人の流れを誘導し、多様な居場所を形成する。
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敷地：広島県広島市中区基町5－25 ひろしまゲートパーク
用途：オブジェクト
構造：木造
建築面積：759.5ｍ² 最高高さ：4.54m

敷地であるひろしまゲートパークは、広島市中区に位置し、平和記念公園、
エディオンピースウイング広島、広島城などに近接する都市公園である。かつ
ては旧広島市民球場として多くの市民に親しまれた場所であり、その記憶を受
け継ぎながら、現在もイベントや憩いの場として幅広い世代が集い交流する空
間となっている。
また、原爆ドームや平和記念公園に近接することから、広島が発信し続ける

平和への願いを感じることのできる場所でもある。スポーツ、文化、観光、日
常利用など多様な活動が交わるこの敷地は、人と人、人と地域、そして世界を
つなぐ交流拠点としての役割を担っている。

平和記念公園

原爆ドーム

ピースウィング広島
広島城

本敷地

06.内観パース

「線の密度や交差の仕方をコントロールすることで、
空間に自然な強弱を生み出しています。線が詰まって
いる場所は落ち着く『たまり空間』、開いている場所
は通り抜けやすい『動線』となり、建築そのものがサ
イン（標識）を使わずに人の流れをコントロールして
います。」「内と外」が溶け合う中間領域「重なり合
う格子が作るレイヤー（層）によって、屋根の下であ
りながらも空や周囲の緑が透けて見える、内とも外と
もつかない『曖昧な中間領域』を作り出しています。
これにより、公園の自然なアクティビティ（散歩、読
書、子供の遊びなど）が、身構えることなく滑らかに
この空間へと流れ込みます。」

03. 視線の誘導と歩行パターンの変化

直線的な木材を多方向に交差・突出させることで、均質なグリッドに変化を与えた。
視線を空間全体へ広げ、多様な景色や活動の発見を促すとともに、回遊を誘発するこ
とで豊かな空間体験を創出している。

ダイヤグラム

多方向への部材配置
↓
視線と動線を誘導
↓
回遊・交流を促進

ダイヤグラム用（視線）
部材を多方向に配置
↓
視線が四方へ広がる
↓
空間の発見を促す

ダイヤグラム用（歩行）
グリッドの規則性を崩す
↓
歩行パターンに変化が生まれる
↓
回遊・滞留を促進

ダイヤグラム用（交流）
視線と動線が交差
↓
人々が立ち止まる
↓
交流が生まれる

コンペ向けにまとめるなら
多方向へ展開する木組み
↓
視線と動線を誘導
↓
回遊・滞留を促進
↓
交流のネットワークを形成

内外をつなぐ中間領域
格子を重ねる
↓
視線・光・風が抜ける
↓
内外を緩やかにつなぐ

疎密による居場所の形成
線の密度を変化
↓
滞留空間と通過空間を形
成
↓
自然な人の流れを誘導

木組みのレイヤー
↓
光と影を創出
↓
時間とともに変化する居場所

01.敷地研究

重なり合う木組みのレイヤーによって、空や周囲の緑を取り込む中間領域を形成した。
内外の境界を曖昧にすることで、公園の活動と建築を緩やかにつなげている。

03. 内外をつなぐ中間領域

とりあえず候補３つ 仮

木組みの重なりが木漏れ日のような影を生み出し、時間とともに空間の表情を変化させる。
利用者は光と影の移ろいに合わせて居場所を選び、自然のリズムに寄り添い過ごす。

05. 光と影のレイヤー

朝(東からの光) 昼(南からの光) 夕方(西からの光) 夜(月からの光)

木組みがつくる光と影の下で、柱脚の水平部材を机として併用し、立ち話や飲
食が生まれる。利用者は歩く、座る、集うなど自由に過ごし、構造そのものが
居場所となって日常的な交流を生む内観空間を形成する。

本提案は、2025年大阪・関西万博で使用された木材を再利用し、人と人、人と地域、そして世界をつなぐ新たな交流空間を創出するものである。
構造の基盤となる柱は、3本の木材が互いに支え合うことで成立する。単独では成り立たない部材同士が支え合う姿は、
多様な人々が協力しながら未来を築く社会を表している。また、柱を結ぶ梁ユニットは、地域や人々を結ぶ架け橋として機能する。
支え合いとつながりが連続することで、構造体は単なる建築ではなく、多様な関係性を受け止めるひとつのネットワークとなる。
万博で世界をつないだ木材は、広島で新たな姿へと生まれ変わり、再び人々を迎え入れる場となる。
本提案は、平和を象徴する都市において、交流と憩いを生み出し、万博のレガシーを次世代へ受け継ぐ新たな場の創出を目指す。

大屋根リングの木材を再利用し人々を迎えるゲートとして再構成した。支え合う柱と梁
は、人･地域･世界をつなぎ、万博の記憶を未来へ受け継ぎながら新たな交流を生み出す。

02. 世界をつないだゲート

モタレバ
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柱と梁の接合部は、剛接合やピン接合ではなく、部材同士の接触によって荷重を伝達する。そのため、通常の線材モデルでは、接触部で
生じる力の伝達や拘束効果を十分に表現することが難しい。そこで本解析では、接触部をばね要素に置換してモデル化した。ばね要素に
は軸方向剛性・せん断剛性・回転剛性を与えることで、相対変位や回転を許容しながら、接触による支え合いの挙動を再現した。

08.施工手順

07.構造システム

3本の木材 レシプロカル状に組み
三角形ユニットを形成

異断面の2本の木材

荷重により上部接合部が拡開

連続配置しレシプロカル調に展開

柱

梁

柱と梁を一体化し
柱の拡開を拘束

柱・梁

1.地組みで梁ユニット作成 2.ジャッキアップし支保工を設置 3.柱ユニットを作成 4.柱ユニットを梁に挿入 6.支保工を撤去

貫工法により接合

09.構造解析

𝑆𝑡𝑒𝑝01. Rhinocerosでモデル化、Opensees for grasshopperで静的解析を行う．

線材モデルに置換すると，本モデルのように接合でなく接
触により支えあっている場合に解析ができない。そこで接
触をバネにより置換し，ばねの引張・圧縮，回転，せん断
などのそれぞれの剛性を適切に設定し線材モデルとして置
換し解析を行った。

柱‥ 210×210

梁‥ 210×420

梁‥ 210×210

30
00ピン接合

貫構法

10
00

項目 最大値 許容値 評価

最大変形 58.6mm 80mm（スパンの1/200) OK

検定比 0.88 1.00 未満 OK

・部材：ヒノキ（E95-F270 一等級構成材)
柱・細梁→210×210 太梁→420×210

・接合：貫構法
・荷重条件：自重
・境界条件：ピン接合
・解析方法：静的線形解析（OpenSees for Grasshopper）

引張 フリー

圧縮 剛

せん断 剛

回転 フリー

引張 剛

圧縮 剛

せん断 剛

回転 フリー

引張 剛

圧縮 フリー

せん断 剛

回転 フリー

拘束リングに斜材が寄りかかる 斜材どうしが寄りかかる 拘束リングが斜材に寄りかかる

部材名 断面(𝑚𝑚) 材種 ヤング係数(𝑘𝑁/𝑚2)

梁材 210×210 ヒノキ 9.5× 106

梁材 210×420 ヒノキ 9.5× 106

柱材 210×210 ヒノキ 9.5× 106

部材の検定比は拘束リング付近で最大0.88となったが、
全て1.0未満であり、要求性能を満足している。

検定比最大0.88

検定比（長期）

小 大

検定比

変形図（変形倍率20倍）

最大変形58.6㎜
小 大

変形量 最大変形

58.6mm

＜許容値60mm

検定比最大

0.88
＜許容値1.00

最大変位は中央部で58.6mmとなり、許容たわみである
スパンの1/200を下回ることを確認した。

10.解析結果

部材同士の接触で荷重を伝達
↓
通常の線材モデルでは接触挙動の再現が困難
↓
接触部をばね要素に置換
↓
軸方向・せん断・回転剛性を設定
↓
接触による拘束効果と支え合いを再現
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